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研究成果の概要（和文）：本研究は、企業会計の契約支援機能における会計の質（Accounting Quality）につい
て、理論（分析的研究）と実験とを融合したアプローチにより検討することを目的とするものであった。具体的
には、契約支援機能における保守主義や利益の質、ないし、コーポレート・ガバナンスといった諸論点を取り扱
った。既存研究は、主に証券市場を前提としたアーカイバル分析が多いが、本研究は、数々の強みを持つ分析的
研究と実験研究とを融合させ、既存研究にはない会計の質の新しい捉え方を提供することで、この領域の研究や
実務に対して重要な貢献をなすに至った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to examine an accounting quality in the 
contract implementation role of financial accounting by an approach that combines theory (analytical
 research) and experiment. Specifically, we deal with issues such as conservatism, earnings quality,
 and corporate governance. Although there are many archival researches mainly based on the 
securities market, this research combines analytical research  and experimental research, and 
provides a new view of an accounting quality, and we make an important contribution to the research 
and practice in this area.

研究分野：財務会計
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１．研究開始当初の背景 
 
 会計不正や会計基準の国際的収斂などを
背景にして、近年、会計の質に着目した研究
が増えつつある。たとえば、Francis, Olsson, 
and Schipper (2006)など、証券市場を前提と
した利益の質（Earnings Quality）や監査の
質（Audit Quality）に関する研究については、
アーカイバル・データを用いた実証分析（以
下、アーカイバル分析と略す）を中心に、そ
の数も増加傾向にある。これらに対して、契
約支援機能に着目した研究は、まだそれほど
熟していないといえる。しかし、現実世界を
見ると、企業間取引や企業をめぐる各種契約、
ないしコーポレート・ガバナンスにおける会
計情報の役立ちは極めて重要であり、更に近
年は、サプライ・チェーンの構築や、M&A
における買収価格の算定など会計情報の利
用場面が多様化していることから、このよう
な役立ち（契約支援機能）における会計の質
を掘り下げていく余地は多く残されている。 
 また、方法論としても、既存研究は、アー
カイバル分析が中心であるが、会計の質の代
理変数として何を用いるかという点で様々
な議論があるし、またデータ入手上の制約か
ら、研究対象が限られてしまう場合もある。
特に、証券市場以外の場面では、この問題は
重要となる。更には、仮説設定において、理
論との接続が上手く成し得ていない研究も
散見され、これらの点で、検討・改善の余地
がある。 
 これに対して、研究代表者は、分析的研究
（ゲーム理論）や実験的手法を用いた会計制
度分析や人間心理分析を行ってきた（たとえ
ば、Taguchi, Ueeda, Miwa, and Mizutani. 
2013、田口 2015など）。実験は、アーカイバ
ル分析と比べて、(1)データのハンドリングが
容易であるという強みを有し（アーカイバ
ル・データが取りづらい対象や、現実には存
在しない制度についてもデータを取ること
が出来、更には人間の心理や行動に踏み込ん
だデータを取ることが出来る）、かつ、(2)内
的妥当性が高い（モデルの前提を直接取り込
み、理論とリンクして因果関係にまで踏み込
んだ検証が出来る）。また、分析的研究は、
実験の前提として、制度に関する利害関係者
の意思決定の原因を特定化出来るという強
みを有する。よって、これらの強みを融合さ
せた研究の重要性を感じている。また、制度
分析を行う中で、制度の背後にある企業行動、
特に取引や契約の場面における利益マネジ
メントや、それに対する監査の質を分析する
必要性を痛感していた。 
 そのような中で、先行研究によれば（太田
2014）、シンプルなモラル・ハザード・モデ
ルにおいて、ある条件のもとで、最適な会計
システムが保守主義を内包しうる可能性を
示されている。つまり、契約支援機能におけ
る会計の根底には、証券市場における会計の
質とは異なるものが存在する可能性が示唆

されている。 
 そしてこのようなモデルを実証する際に
は、実験が大きな強みを発揮する。すなわち、
実験は、アーカイバル分析と異なり、モデル
の前提を直接取り込み、因果関係にまで踏み
込んだ検証が出来るし、また、データの入手
可能性という点で大きな強みを有する。特に、
モラル・ハザード・モデルが前提とする場面
では、アーカイバル・データの入手が困難で
ある状況が多いが、実験によれば、そのよう
な困難を克服することが出来る。更には、利
害関係者の人間心理にまで踏み込んだ分析
も可能となるため、理論モデルと異なる実験
結果が生じた場合にも、その原因を掘り下げ、
モデルにフィードバックすることも出来る。 
 そこで本研究では、主に理論と実験の融合
を方法論的な柱として分析を進めていく。特
にシンプルなモラル・ハザード・モデルをベ
ースに現実の取引や契約、ガバナンスなどに
拡張するとともに、かつそれらの理論モデル
を実験により検証していく。つまり、契約支
援機能における会計の質について、アーカイ
バル分析中心の既存研究とは異なる道筋（理
論と実験の融合）で検討を進めていくことが、
本研究が目指すところである。 
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２．研究の目的 
本研究は、企業会計の契約支援機能における
会計の質（Accounting Quality）について、
理論（分析的研究）と実験とを融合したアプ
ローチにより検討することを目的とするも
のである。具体的には、契約支援機能におけ
る保守主義や企業間取引等における利益の
質、ないし、コーポレート・ガバナンスとい
った諸論点を取り扱う。既存研究は、主に証
券市場を前提としたアーカイバル分析が多
いが、本研究は、数々の強みを持つ分析的研
究と実験研究とを融合させ、既存研究にはな
い会計の質の新しい捉え方を提供すること
で、この領域の研究や実務に対して重要な貢
献をなすことを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、企業会計の契約支援機能におけ
る会計の質について、分析的研究と実験とを



融合して、既存研究にはない新たな捉え方を
提供することである。まず初年度に基本モデ
ルに関連したサーベイと方向性の確認をお
こない、それをベースに、2 年目以降でそれ
を派生していくかたちで進めていった。また、
この領域のモデル分析について多くの業績
を有するメンバー（太田・椎葉・村上）と、
実験について過去に共同研究を行ってきた
メンバー（田口・上枝・三輪）が融合するか
たちで、役割分担をしつつ組織的に研究をお
こなってきた。 
 
４．研究成果 
 本研究の目的は、企業会計の契約支援機能
における会計の質について、理論（分析的研
究）と実験とを融合したアプローチにより検
討することを目的とするものであった。具体
的には、契約支援機能における保守主義、企
業間取引等における利益の質、ないしコーポ
レート・ガバナンスといった論点を取り扱っ
た。3 年間研究を進めていった中での主要な
成果は以下の通りである。 
 
・契約理論に基づくモデル分析と実験 
発生主義による会計利益の特徴は、認識のタ
イミングがキャッシュフローと異なるとこ
ろがあるという点であるが、我々はこのこと
を契約理論のモデルに折り込んで分析をお
こなっている。具体的には、契約が硬直的で
あるとき、会計情報の適時性が重要になるこ
とを理論的・実験的に検証するとともに、 
完全ではない現実的な契約を補完する会計
情報の役割を明らかにする。 
 たとえば完備契約の典型的なモデルでは、
報酬契約が非常に柔軟である。 このとき、
複雑な契約を設計することでさまざまな問
題に対処できる。このため会計の果たす役割
は小さいといえる。しかし、現実の報酬契約
は硬直的であり、会計指標に基づくシンプル
な契約がしばしば観察されている。 このよ
うに、契約が不完全な状況では、用いられて
いる会計指標の特性がより重要になってい
る可能性がある。 
 そこで我々は、 （１）会計利益の適時性
（利益とキャッシュがどの程度リンクして
いるかという程度）と（２）経営者報酬契約
の硬直性とをコントロールした 2☓2 のセッ
ティングで、利益の適時性と契約の硬直性が、
プリンシパルとエージェントの間のエイジ
ェンシー関係にどのような影響をもたらす
かについて、モデル分析と実験研究をおこな
った。 
 そして我々の実験からは、概ね理論予想通
りの実験結果が得られているが、反面、理論
予想に反した実験結果（たとえば、 柔軟な
契約よりも、定常的な契約の方が、契約のパ
フォーマンスは高いという結果）も得られて
いる。これは、人間の有する心理バイアス（特
に、複雑な問題にうまく対処し得ないという
心理バイアス）とも関係した意図せざる帰結

であり、近年、ノーベル経済学賞受賞などで
注目を浴びている行動経済学とも関連する
論点である。 
 
 なお、上記の分析のほか、関連するモデル
と実験について、この 3年間で、多くの国内
外学会での報告や論文投稿をおこなってき
た。そして、現在、複数の論文について、海
外査読ジャーナルへの投稿準備を進めてい
る最中である。 
 さらには、3 年間の我々の研究の進展につ
いて、書籍として出版する計画をすでに進め
ており、具体的には 2019 年 3 月頃の出版を
目指し、準備を進めているところである。 
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